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積水ハウスグループでは、従業員と会社との共同寄付制度「積水ハウスマッ

チングプログラム」を 2006 年度から開始し、NPO などの社会課題解決を

担う団体を支援しています。

このプログラムは、従業員にとって身近なCSR活動の一環として、従業員（会

員数 3546 人〈2015 年 10月時点〉）が給与から希望する金額（1口 100 円）

を積み立て、それに会社が同額を加えて寄付する仕組みです。

「こども基金」「環境基金」の 2基金をはじめ、2011年には東日本大震災に

よる震災遺児を経済支援する「桃・柿育英会」（実行委員長：建築家　安藤

忠雄氏）を寄付先とする「もも・かき育英会基金」を設置、そして、2015

年には「積水ハウスマッチングプログラム」創設 10年を節目に、「住・コミュ

ニティ基金」を設置しました。

「こども基金」「環境基金」でこれまで助成した団体は 199 団体、助成総額

は 1億4669万 7629 円を助成。「もも・かき育英会基金」は 2011年から

2015年の5年間で 5540万円を寄付。これまで延べ 200団体に 2億円を越

える助成を実施しました。

～社会課題の解決を担うNPOなどを支援～

従業員
希望の基金を選択し、
給与から寄付額を
積み立て（参加は個人の任意）

会 社 会社が同額を寄付

こども基金
次世代の育成
にかかわる

活動分野の支援

もも・かき育英会基金
東日本大震災に
よる震災遺児を
経済支援

環境基金
生態系の保全など
地球環境保護
にかかわる

活動分野の支援

住・コミュニティ基金
まちづくりや
地域コミュニティ
にかかわる

活動分野の支援

従業員との共同寄付制度

積水ハウスマッチングプログラムの会

（事務局：CSR室）理事（5人）、監事、社外アドバイザーで協議理事会

プロジェクト助成 基盤助成
助成先　任意団体、NPO、教育機関など

桃・柿育英会
助成先

応募 審査・助成

積水ハウスマッチングプログラムのしくみ

助成

積水ハウスグループでは、2006年に

従業員主体の寄付制度「積水ハウスマッチングプログラム」をスタートさせました。

年々、制度に賛同する従業員が増え、制度創設以来 10年という時を経た今、

延べ 200団体に、2億円を超える助成を実施してきました。

今般、「積水ハウスマッチングプログラム」のさらなる認知度向上と、

従業員の社会貢献活動への参加を促すべく、

10 周年の節目に本冊子を作成する運びとなりました。

日常生活に追われ、私たちがなかなか踏み込めない世界で、

社会の歪みや困難から人々を守り救うために活動をしている

たくさんの人々が存在しています。

多くの方々に支えられていることに感謝の念を忘れず、

社員一人ひとりの “ありがとう ”の気持ちを本プログラムを活用して

社会に還元していきたいと考えています。

「相手の幸せを願い、その喜びを我が喜びとする」という企業理念の思いを胸に、

本プログラムを通じた支援の輪をますます広げ、

積水ハウスグループは社会に必要とされる企業として、今後も成長し続けます。

積水ハウスマッチングプログラムは

「企業理念」の根本哲学

「人間愛」の実践そのものです。

代表取締役社長　兼COO

阿部　俊則

積水ハウスマッチングプログラム
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こども基金

次世代を担うこどもたちを育成することを目的とし、
こどもたちの健全な育成にかかわる活動を支援しています。
〈過去10年間の助成実績累計〉
助成団体数：104団体、助成総額：80,099,939円

認定NPO法人　アジアチャイルドサポート 所在地／沖縄県沖縄市

〈団体紹介〉
1993 年、代表理事である池間氏が、フィリピンのごみ捨て場で出会った少女の言葉「私の夢は大人
になるまで生きることです」が胸に刺さり、生涯子どもたちを支える活動を本気で行おうと決意。貧
しさの中でも懸命に生きている開発途上国の人たちに対して、平和で安らかに暮らしていくことを願
い、支援を行っている。
　　　　　　　　　http://www.okinawa-acs.jp/

〈助成実績〉
2013 年度：100万円、2014 年度：100万円、2015 年度：100万円

代表理事　池間 哲郎さん

「積水ハウスマッチングプログラム」助成を
受けて活動している取り組み内容

助成による成果

ミャンマー南西部のエヤワディ地域で発電機付き大型深井戸
とトイレの建設を行っています。ミャンマーの農村部では、
水道や電気などのインフラが整備されておらず、子どもたち
の健全な成長を妨げる大きな要因にもなっています。水を媒
介とする感染症や遠い水源への水汲みによる学校への未登
校、夜間での事件・事故などから、子どもたちの命を守り、
成長を支えるための大切な支援として事業に取り組んでいま
す。また、トイレを使用する習慣がない子どもたちへ環境保
全への意識の向上や衛生教育も行っています。さらに、井戸
建設などの国際支援を通した、日本の子どもたちの健全育成と
して、一生懸命生きることの大切さや命の大切さ、感謝の心を
伝える講演会や小学校などへの出前授業も実施しています。

ミャンマーの小さな村
では、井戸を掘ること
も発電設備を設けるこ
とも、費用を捻出する
ことは極めて困難で夢
のような話です。これ
までに建設した村で

は、村の歴史に残る一大事業として語られています。一年を
通して枯れることのない井戸は、乾季での水不足の不安を解
消し、安全な水を乳幼児にも安心して与えることが出来るよ
うになりました。井戸を学校敷地内に建設したことで、子ど
もたちは通学しながら水を汲み、登校率の向上にもつながっ
ています。発電機からの電気では、各家庭や村の通りを明る
く照らし、夜間の転落転倒事故や毒
ヘビからの咬傷被害を未然に防いでい
ます。助成事業によって村全体で安心
して子どもたちの成長を見守る生活環
境が構築されています。トイレは毎日
清掃し、施設を衛生的に使用する意識
向上も図られています。

ミャンマーの子どもたちは、安全な水が得られることへの感謝や学校に通える喜びが、「積
水ハウスマッチングプログラム」の会員の皆さまからの支援からはじまっていることを
知っています。遠い日本の積水ハウスの皆さまからの支援で、子どもたちが健やかに成長
できることを大人たちは忘れません。ミャンマーの人々にかわり心から御礼申し上げます。

会員へのメッセージ 会員へのメッセージ

M e s s a g e

NPO法人　チャイルド・ケモ・ハウス 所在地／兵庫県神戸市

〈団体紹介〉
2006 年、NPO法人を設立し、「がんになっても笑顔で育つ！」 をスローガンに、 患児や家族のQOL
（生活の質）と、小児がんについての啓発、研究、募金の活動を実施。2013 年、小児がん治療中でも
家族と共に暮らしながら治療を受けることのできる、日本で初めての小児がん専門施設「チャイルド・
ケモ・ハウス」を設立。本施設を拠点に患児、家族の生活サポートなどを行っている。
　　　　　　　　　http://www.kemohouse.jp/

〈助成実績〉
2008 年度：109万 2千円、2009 年度：128万円、2011 年度：100万円、2014 年度：80万円、
2015 年度：80万円

理事長　大薗 恵一さん

「積水ハウスマッチングプログラム」助成を
受けて活動している取り組み内容

助成による成果

小児がんをはじめ長期闘病中の子どもたちが入院中でも将来
の夢をもてるような教育プログラムを構築、実践しています。
具体的には、学習塾とタイアップし、インターネットを使用
した「E-lecture」という遠隔授業を実施。院内学級が夏休み
期間に入り、入院している子どもたちにとって退屈な時間が
増える時期に合わせて、予定より多くの授業を配信しました。
長期入院が必要な小児がん患児が滞在する「チャイルド・ケ
モ・ハウス」や、学習塾のスタジオなどを発信地とし、長期
入院患児が多い小児病棟や在宅治療中の子どもたちへ配信す
ることにより、リアルタイムで授業を実施でき、双方向のコ
ミュニケーションを図っています。

現在、小児がんをはじめ長期入院中の子どもたちは、義務教
育の年齢であっても十分な教育の機会が提供されておらず、
環境的にも他の子どもたちと一緒に学ぶことができないのが
現状です。そのため、本助成をもとに構築した教育プログラ
ムにより、教師 1 名に対し、複数の場所にいる子どもたち
がネットを通じて同時に授業を受けることができるようにな
りました。ベッドサイドでも他の子どもたちと一緒に授業に
参加しているような雰囲気を感じられ、子ども自身の退屈さ
や孤独な環境を改善することにつながっています。

助成金のおかげで、病気の子どもたちに教育や社会復帰につながる活動をさせていただき、
本当に有り難いと感じています。 大きな病気になったからといって、子どもらしい時間や
将来への夢をあきらめることのない環境づくりにつながっていくと信じて、これからも活
動してまいりますので、今後ともどうぞよろしくお願い致します。

積 水 ハ ウ ス

団体ホームページ

完成した大型深井戸とトイレ トイレ清掃の様子 自然光を多く取り入れた室内

「チャイルド・ケモ・ハウス」外観
（積水ハウスが総合設計・企画・施工を担当）

インターネットを活用した遠隔授業「E-lecture」

iPad の使い方を教わる子ども

井戸からのきれいな水に喜ぶ子どもたち

担当者：宮國 直樹さん 担当者：田村 亜紀子さん

団体ホームページ

※助成事例として、4団体を紹介
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Photo 未

環境基金

サステナブル社会の構築に寄与することを目的とし、
環境や生態系の保全に配慮した活動を支援しています。
〈過去10年間の助成実績累計〉
助成団体数：95団体、助成総額：66,597,690円

NPO法人　にじいろクレヨン 所在地／宮城県石巻市

〈団体紹介〉
代表の柴田氏が東日本大震災の避難先として滞在していた石巻の避難所で、ストレスを抱えている子
どもたちを目の当たりにし、ストレスケアを目的として子どもの居場所づくりを開始。被災地に住む
子どもたちが健全な精神でのびのびと日々を過ごし成長できるよう、安全に安心して遊び、ストレス
を発散できる環境づくりを行っている。
　　　　　　　　　http://nijiiro-kureyon.jp/

〈助成実績〉
2014 年度：150万円、2015 年度：150万円

代表　柴田 滋紀さん

NPO法人　コミュニティリーダーひゅーるぽん 所在地／広島県広島市

〈団体紹介〉
1981年、障がいのある子どもたちの夏休み中の居場所づくり活動を広島市安佐南区社会福祉協議会と
協働で行ったことがきっかけで、学生が中心となりボランティアグループを結成。2013年、「こども
発達支援センター」の建築に伴い、成長を促すための施設環境を整備するとともに、そのセンターが
持つ機能を生かして、地域の子育て支援、相談拠点となることを目指している。
　　　　　　　　　http://www.hullpong.jp/

〈助成実績〉
2013 年度：120万円

理事　川口 隆司さん

会員へのメッセージ

会員へのメッセージ

東日本大震災によって、石巻市の沿岸部は大きな被害を受けま
した。公園の多くが仮設住宅用地になり、子どもたちが安全に
安心して遊べる場所が不足しています。また、既存のコミュニ
ティが崩壊したことや、生活再建でゆとりを持てない大人が多
く、子どもが健全に育つための「見守り」も十分ではありません。
我々は「積水ハウスマッチングプログラム」の助成を受け、子
どもたちが安全に安心してのびのびと過ごすことができる環境
を提供しています。地域の集会所で遊びを通した居場所づくり

を毎週木曜日に、屋外開放型の遊び場「プレーパーク」運営を
月１回、石巻専修大学の学生さんと協働で行っています。積水
ハウスの社員の方には何度も活動にご参加いただき、子どもた
ちとふれあう機会を持っていただきました。当団体の活動を通
して、石巻の現状を知っていただき、子どもたちの成長を見守っ
ていただけるとうれしいです。

2013 年 1 月、多くの方々のご支援を受け、私たちの夢であっ
た「こども発達支援センター」が完成しました。国内初のＮＰＯ
法人によるセンター開所でしたが、ほとんど公的な支援がなかっ
たため、今回の「積水ハウスマッチングプログラム」はたいへ
んありがたく、開所に向けての励みとなりました。これによって、
子どもたちの遊具、教具、給食備品などを新しくそろえることが
できたばかりか、未整備だった外構も整えることができました。
積水ハウス社員の皆様、保護者や子どもたちとともに汗を流し、

つくり上げた外構には、ヤマボウ
シとヒメリンゴを植樹し、来訪者
を優しく出迎えるアプローチとなりました。施設の建設、そして
今回のプログラム助成を通して、積水ハウスの皆様の優しく真
摯な姿勢を感じさせていただきました。皆様の思いを受けて、ぬ
くもりと優しさに包まれた建物の中で、子どもたちが笑顔とともに
成長するように、心を込めた療育を行ってまいりたいと思います。

〈団体紹介〉
外来植物の植栽、刈り込まれた芝生など、人工的に改変された生物多様性の低い環境となっている都
会の公園緑地を、地域本来の自然へと回復させるために、公園でボランティアをしていた仲間と会を
設立。「身近な緑を豊かな自然に」をテーマに、市民や行政と協力しながら、公園などの身近な自然
の生物多様性を保全・復元し、子どもたちの学習に活用する活動を続けている。
　　　　　　　　　http://www.eco-works.gr.jp/

〈助成実績〉
2011 年度：100万円、2012 年度：100万円、2013 年度：100万円、2014 年度：100万円、
2015 年度：100万円

理事長　安部 邦昭さん

「積水ハウスマッチングプログラム」助成を
受けて活動している取り組み内容

助成による成果

かつては身近なカメだったニホンイ
シガメは、水質悪化、水辺の消失、
商業採集､外来生物の影響などに
よって 1960 年代以降、全国的に
減少しています。私たちが都内
7 カ所で行った調査では、各水域でそれぞれ十数頭以下しか
確認されず絶滅が心配されています。また、環境省や都府県
のレッドリストに掲載され､保全対策が求められています｡私
たちは「積水ハウスマッチングプログラム」からの助成によ
り、ニホンイシガメの生息調査、生息環境の整備、外来種防除、
保全の担い手の育成などに取り組んできました｡

今後はさらにニホンイシ
ガメの現状と、保全のた
めにとるべき方策につい
てまとめたホームページ
を製作し、各地の保全活
動への理解や協力を広げ
ていくための環境を整備
していく計画です｡

従来､淡水ガメ保全の分野には全国規模の大きな集まりがな
く、関係者との連携や意見交換も個人的なネットワークに
よって行われていました。私たちは本助成金を活用し、全国
集会｢淡水ガメ情報交換会｣を開催しました。2014 年の開催
以降、各地でカメに携わっている 100 人以上の方々が一堂
に会するイベントとして認知されつつあります。この集会を
通して、各地のカメ関係者と在来カメの保全や外来カメの駆
除など種々の課題について意見交換ができ、共通認識を持ち
やすくなりました。他の組織と
協力連携することで、社会に対
し、よりインパクトを与えられ
ることを実感しています｡

この助成プログラムは、1 年間の活動結果を点検して翌年の計画を修正、改良していける
ところに特徴があります。実施前には気がつかなかった課題やアプローチを発見でき、事
業を構築していく上での視点を養うことができました。助成活動と共に、私たちの会のメ
ンバーや組織自体も成長してきたと感じています。これは今後の活動にもつながる大きな
財産です。「積水ハウスマッチングプログラム」の会の方々には 5 年間にわたるご支援に
深く感謝申し上げます｡

認定NPO法人　生態工房 所在地／東京都武蔵野市

積 水 ハ ウ ス

地域の集会所で遊びを通した居場所づくり

積和建設中部（株）の社員も
活動に参加

給食をおいしそうにほおばる子どもたち

積水ハウスの木造住宅「シャーウッド」で
建築した「こども発達支援センター」

外来カメの捕獲講習会　

絶滅が心配される「ニホンイシガメ」

情報交換会の様子 全国集会ポスター

担当者：佐藤 方博さん

団体ホームページ

団体ホームページ

団体ホームページ

会員へのメッセージ

※助成事例として、4団体を紹介
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NPO法人　白神山地を守る会 所在地／青森県青森市

〈団体紹介〉
青森県にある白神山地が世界遺産に登録された 1993 年に会が発足し、白神山地のブナの森の復元・
再生活動に取り組んでいる。「自然に親しむ」「自然を知る」「自然を守る」の 3項目を掲げ、五感を
通して自然を愛する心を育てたいと願い、一般市民を対象に「白神山地エコロジー体験ツアー」を実
施。白神山地のインタープリター（自然案内人）の育成にも取り組む。
　　　　　　　　　http://preserve.shirakami.gr.jp/

〈助成実績〉
2008 年度：30万円、2009 年度：65万円、2011 年度：60万円、2012 年度：80万円、
2013 年度：80万円

代表　永井 雄人さん

「積水ハウスマッチングプログラム」助成を
受けて活動している取り組み内容

助成による成果

白神山地の自然保護を目的に、著名な講師陣を招いて環境問
題や生物多様性について学ぶ「いだわしい（津軽弁で『もっ
たいない』の意味）シンポジウム」の開催と、陸奥湾の高温
障害からホタテを守る植樹祭を行ってきました。「いだわし
いシンポジウム」では、青森中央学院大学と連携し、環境問
題の課題点等を学生や一般市民の方に聴いていただける良い
機会となりました。また、2015 年度で 5 回目を迎える陸奥
湾での植樹祭は、環境省が進める「つなげよう、支えよう森
里川海プロジェクト」とも連携し、水循環の環境保全を進め
る運動としても発展しています。 環境省・青森県・青森市・平内町・青森森林管理署等の行政や、

青森市内の大学・高校生などの主に若い人たちに対し、陸奥
湾の高温障害からホタテを守る植樹祭を継続して告知してき
たことで、現在ではその若いメンバーが中心となって植樹祭
を運営する仕組みが定着してきました。また、低炭素社会や
持続可能な社会づくりという課題に対しても、植樹祭を通し、
自分たちのライフスタイルの変革が大事だという意識を若い
人たちに持ってもらえるようになりました。活動を継続して
取り組むことの重要性を感じています。

私たちは白神山地の山や海の自然を守るために、積水ハウス青森支店の皆様と一緒に汗を
流しています。青森支店が開催された住宅セミナーでも当会の取り組みを紹介させていた
だくなど、青森支店と当会がコラボレーションした CSR 活動を展開しています。木を植
えることは、有限な地球環境を守ることにつながります。木を植えることは回り回って、
自分自身や自分の子ども、孫に対し、豊かな環境という財産を残すことにもつながります。
活動を通じて共に汗をかきましょう。

会 員 へ の メ ッ セ ー ジ

M e s s a g e

NPO法人　グラウンドワーク三島 所在地／静岡県三島市

〈団体紹介〉
静岡県三島市の街中を流れる源兵衛川の水辺再生をはじめとして、一度は市内から姿を消した水中花
ミシマバイカモの復活に取り組む。その他、ホタルの里づくり、学校ビオトープの建設、手作り公園
の整備、自然観察会や環境出張講座など、三島市を中心に 60カ所以上で実践的な環境改善活動を展
開している。
　　　　　　　　　http://www.gwmishima.jp/

〈助成実績〉
2011 年度：100万円、2015 年度：160万円

理事長　小松 幸子さん

NPO法人　森のライフスタイル研究所 所在地／東京都新宿区

〈団体紹介〉
首都圏在住のボランティアと地域住民の連携・協力に加え、行政やマスメディアも巻き込みながら、
山火事跡地の再生（長野県東御市）、スキー場跡地の森林への復元（長野県長和町）、ブナ林の復元
（長野県木島平村）、津波被害の海岸林再生（千葉県山武市）などの森づくり活動に取り組んでいる。
　　　　　　　　　http://www.slow.gr.jp/

〈助成実績〉
2015 年度：160万円代表理事所長　竹垣 英信さん

当会では、環境悪化によって姿を消した「水の都・三島」の
清流のシンボル「ミシマバイカモ」の保護・増殖基地として、
17年前に「三島梅花藻の里」を整備しました。白く可憐な
花が咲き乱れる姿を見て、多くの市民や子どもたちが感動し、
ふるさとの宝物を守っていくことの大切さや地道な維持管理
活動の重要性を学ぶ場になっています。今まで、不動産業者
による隣接水源地の買収や水位低下など、多くの困難が伴い
ましたが、これらの難題を「地域協働」の知恵と迅速な行動

力により乗り越えてきました。積水ハウスの皆様も、三島の
素敵な水辺を体験しにお越しください。

本助成金で、津波の被害を受けて枯れてしまった千葉県山武
市蓮沼殿下海岸林の再生を進めています。具体的には、枯れ
た木々を伐採・チップ化したものを敷きならし、海岸林の造

成に適したクロマツを植樹しま
す。植樹後は 5年程度下草刈りを
行い、植えた苗木の成長を促して
いきます。助成がいただけたこと
で、海岸林の林帯幅を広げること

ができ、海岸林としての機能
が高まります。2013 年以降、積和建設東関東の皆さんには、
海岸林再生の活動の中で一番過酷な真夏の下草刈り活動に一
緒に加わってもらい、大きな力となっています。千葉県九十
九里浜の中で一番被害が大きかった蓮沼海岸林をこれからも
一緒に再生してもらえたらうれしいです。

団体ホームページ

団体ホームページ

団体ホームページ

植樹祭の様子

植樹から4カ月後の下草刈り

積和建設東関東（株）の社員も活動に参加

「いだわしいシンポジウム」を開催

陸奥湾のホタテを高温障害から守る植樹祭

白く可憐な花が咲く「ミシマバイカモ」

クロマツを植樹 

「三島梅花藻の里」での整備作業

会員へのメッセージ

会員へのメッセージ
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助成先団体の選定において、「積水ハウスマッチングプログラムの会」の趣旨に合致する活動を展開する団体に対し、公平かつ

十分な審査を実施することを目的として、下記選考プロセスを経ています。

選考プロセスについて 理事会の様子 制度創設10周年を記念して、  オリジナルロゴマークを作成

理事会メンバー（2015年 10月時点）

助成団体への公募開始（11月～12月）
こども基金 住・コミュニティ基金環境基金

プロジェクト助成：申請プロジェクトに対して助成

【基準】書類不備、趣旨に合致しない、
活動実績が3年未満などの
客観的基準で絞り込み

原則として、過去 3 年間の平均年間支出合計の30％以内または 200万円
のいずれか低い金額を上限に助成。上限を超える申請についても助成する
場合や、助成額を減額する場合もある。

20～ 30団体へ、4月末に助成実施

理事会前に以下の審査を実施し、候補団体を選考（２～３月）
●理事による事前評価　●会員アンケート　●事務局による団体面談

もも・かき
育英会基金

住・コミュニティ
基金

「桃・柿育英会」東日本大震災遺児育英資金は、東日本大震災で親を亡くした子どもたちの経済支援を目
的に、建築家の安藤忠雄氏をはじめ文化人 8 人が発起人となって設立された任意団体です。「桃栗三年柿
八年」にちなみ、震災遺児の成長を長期的に見守り、学ぶ意欲を支え続けていこうというものです。被災
時 0 歳だった子どもたちから対象となり、小学校入学から高等学校卒業までの 12 年にわたり基金が分配
されます。当社では、同育英会の趣旨に賛同し、「積水ハウスマッチングプロ
グラム」に「もも・かき育英会基金」を設置。2011 年以降 10 年間（2020
年 8 月まで）継続して支援を行い、総額 1 億円の寄付を予定しています。
2011年から 2015 年の 5年間で 5540 万円を寄付しました。

地域に根差した豊かな住環境の創造を目的とし、まちづくりや地域コミュニティにかかわる活動を支援す
る基金として、2015年 4月からスタートしました。
〈助成先のイメージ〉　●学生と地域との協働による古民家再生プロジェクト

●伝統産業の復活を目的とした地域コミュニティの場づくり
●地域における建築文化の創造・発展に貢献した取り組み　など

理事長　前原 和美
設計部　東京設計室　課長

2006 年から手探り状態で始め

ました「積水ハウスマッチング

プログラム」が、10 年目を迎え

ました。従業員の「社会の役に

立ちたい」という思いを少しで

も有効に社会に役立てるため

に、営業部門、生産部門、本社

部門、関係会社部門の多様な職

種を代表する理事と共に、毎回

4 時間以上におよぶ議論を重ね、

助成先と助成額を慎重に決定し

ています。これからも会員の思

いと助成先の取り組みをつない

でいけるよう努めてまいります。

〈マークに込めた思い〉
幸せの象徴である四つ葉のクローバー。葉のかたちを子どもたちに重
ね合わせ、積水ハウスのコーポレートカラーと組み合わせた配色にし
ています。「積水ハウスマッチングプログラム」による助成で、一人で
も多くの人々に幸せを感じていただけるようにとの願いを込めた、幸
せを運ぶ四つ葉のクローバーです。

3546 人の会員（2015 年 10月時点）の代表である5人の理事、

監事、社外アドバイザーの水谷綾氏（社会福祉法人大阪ボランティ

ア協会 事務局長）を迎え、半年に1度、理事会を行っています。

プロジェクト助成　候補
環境基金 住・コミュニティ基金こども基金

プロジェクト助成
環境基金 住・コミュニティ基金こども基金

プロジェクト助成　候補
環境基金 住・コミュニティ基金こども基金

基盤助成
環境基金 住・コミュニティ基金こども基金

「プロジェクト助成」の予算枠に入らないものの、
プロジェクトの実行は問わず、今後の団体の活
動の発展に期待して実施する基礎的支援。
助成額の上限は20万円。

基 盤 助 成

理事会による最終審査（3月中旬）

理事長、社外アドバイザー事前審査

理事会 開催（10月下旬）
次年度の助成予算・公募実施に向けて協議

理事長、社外アドバイザーによる一次審査（１月下旬）
各基金のプロジェクト助成先、基盤助成先の候補を選定

理事　澤崎 照夫
静岡工場　総務部長

理事　大崎 彰
積和不動産関西（株）総務部 総務課長

私事ですが、無事に結
婚10 周年を迎えまし
た。あらためて人生も
マッチングプログラム
も「選択力」が重要と
感じております。どう
すれば最善の選択がで
きるか、頭を捻る毎日
です。

理事　榊原 史之
前橋支店　総務課長

「何か社会貢献になる
ことをしたい」という
社員一人ひとりの善意
な気持ちが集まり、こ
の10年で累計約 2億
円もの大きな基金にな
りました。この取り組み
によって多種多様な団
体のご支援が出来た事
は大変嬉しく思います。

理事　岩田 慶隆
豊橋支店長

監事　奥村 兼也
積水ハウス企業年金基金　事務長

当プログラムを通じた
取り組みにおいて社会
貢献活動での支え合い
の大切さを改めて感
じ、また自己の成長に
もつなげることができ
大変感謝しております。
今後も当活動の更なる
認知度向上と推進に寄
与して参ります。

「監事」という立場で、
主に収支報告書の会計
監査を実施して理事会
へ報告しています。各
基金の趣旨に沿う優良
な助成先団体を選定で
きるように、監事の目
線から有益な意見が出
せるように心掛けてい
きたいと思います。

「積水ハウスマッチ
ングプログラム」に
かかわらせていただ
いて10年。市民活動
を応援したい！とい
う理事のみなさんの
熱意に打たれ、多く
を学ばせていただき
ました。これからも
積水ハウスらしい応
援を期待します。

アドバイザー　水谷 綾氏
社会福祉法人大阪ボランティア　協会
事務局長

毎年、色々なＮＰＯ法
人等から助成の申し込
みを受け理事会で助成
先を決定していく中で、
もっと金額があればと
思う時が多々あります。
缶コーヒー１本を我慢
して是非マッチングプ
ログラムへご協力いた
だきたいと思います。
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■こども基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　CAPセンター・JAPAN
所　在　地／兵庫県西宮市
プロジェクト名／「子どもが安心して自信をもって自由に

生きる」まちづくりキャンペーン
● 認定NPO法人　ワールド・ビジョン・ジャパン
所　在　地／東京都港区
プロジェクト名／チャイルド・スポンサーシップ
■環境基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　ホタルの会
所　在　地／東京都文京区
プロジェクト名／ホタルの自然発生を目指した「ホタルの里づくり」
● 認定NPO法人　緑の地球ネットワーク
所　在　地／大阪府大阪市
プロジェクト名／中国山西省大同市の小学校付属果樹園

及び実験林場「カササギの森」の支援

■こども基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　CAPセンター・JAPAN
所　在　地／兵庫県西宮市
プロジェクト名／「子どもが安心して自信をもって自由に

生きる」まちづくりキャンペーン～地域
でCAPワークショップを開こう～

● NPO法人　フローレンス
所　在　地／東京都中央区
プロジェクト名／全国の働く子育て家庭に病児保育を届ける

「こどもレスキューネット」立ち上げ支援事業
● 認定NPO法人　ワールド・ビジョン・ジャパン
所　在　地／東京都港区
プロジェクト名／チャイルド・スポンサーシップ
● 認定NPO法人　国境なき医師団日本
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／栄養失調児治療プログラム（アフリカ ニジェール）
■環境基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　赤目の里山を育てる会
所　在　地／三重県名張市
プロジェクト名／希少生物の保護育成と観察道（トレール）の改装
● NPO法人　日本ウミガメ協議会
所　在　地／大阪府枚方市
プロジェクト名／三重県熊野周辺で混獲されるウミガメ類

の実態調査と救命
● NPO法人　大阪緑と樹木の診断協会
所　在　地／大阪府大阪市
プロジェクト名／おじいさんの木を見つけよう
● 認定NPO法人　緑の地球ネットワーク
所　在　地／大阪府大阪市
プロジェクト名／新果樹園プロジェクト「かけはしの森」

■こども基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　CAPセンター・JAPAN
所　在　地／兵庫県西宮市
プロジェクト名／「子どもが安心して自信をもって自由に

生きる」まちづくりキャンペーン～地域
でCAPワークショップを開こう～

● 発達障害児支援サークル「のびのび」
所　在　地／島根県益田市
プロジェクト名／発達障害のある子どもたちの未来を

明るくする事業
● 認定NPO法人　国境なき医師団日本
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／栄養失調児治療プログラム（アフリカ ニジェール）
● NPO法人　ADRA Japan
所　在　地／東京都渋谷区
プロジェクト名／ネパール口唇口蓋裂医療チーム派遣事業
● NPO法人　ちばMDエコネット
所　在　地／千葉県船橋市
プロジェクト名／ノーマライゼーション学校支援事業
●認定NPO法人　ワールド・ビジョン・ジャパン
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／チャイルド・スポンサーシップ

2006年度〈第1回〉

2007年度〈第2回〉

2009年度〈第4回〉

2008年度〈第3回〉

● NPO法人　チャイルド・ケモ・ハウス
所　在　地／大阪府茨木市
プロジェクト名／小児がんの患児のケアにかかわるスタッフ

トレーニング＆エンパワーメントプロジェクト
■環境基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　日本ウミガメ協議会
所　在　地／大阪府枚方市
プロジェクト名／三重県熊野周辺で混獲されるウミガメ類

の実態調査と救命
● NPO法人　里山ネットワーク世屋
所　在　地／京都府宮津市
プロジェクト名／棚田の再生と保全～これからの農山村を考える～
● NPO法人　白神山地を守る会
所　在　地／青森県青森市
プロジェクト名／しらかみの森林保護を世界に
● NPO法人　コーラル沖縄
所　在　地／沖縄県宜野湾市
プロジェクト名／レジャーダイビング事業者との協働に

よるサンゴ礁再生プログラム
● 認定NPO法人　緑の地球ネットワーク
所　在　地／大阪府大阪市
プロジェクト名／新果樹園プロジェクト「かけはしの森」

■こども基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　ADRA Japan
所　在　地／東京都渋谷区
プロジェクト名／ネパール口唇口蓋裂医療チーム派遣事業
● NPO法人　CAPセンター・JAPAN
所　在　地／兵庫県西宮市
プロジェクト名／「子どもが安心して自信をもって自由に

生きる」まちづくりキャンペーン～地域
でCAPワークショップを開こう～

● NPO法人　国際子ども権利センター（シーライツ）
所　在　地／東京都台東区
プロジェクト名／カンボジア王国スバイリエン州における人身

売買・児童労働防止プログラム（奨学金事業）
● 認定NPO法人　国境なき医師団日本
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／栄養失調児治療プログラム、はしか予防接種
● NPO法人　チャイルド・ケモ・ハウス
所　在　地／大阪府茨木市
プロジェクト名／小児がんの患児のケアにかかわるスタッフ

トレーニング＆エンパワーメントプロジェクト
● NPO法人　フローレンス
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／チャレンジド（発達障がい児）向け

病児保育サービス開発事業
● 認定NPO法人　ワールド・ビジョン・ジャパン
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／チャイルド・スポンサーシップ
■環境基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　コーラル沖縄
所　在　地／沖縄県宜野湾市
プロジェクト名／一般ダイバーとの協働によるサンゴ礁

再生プロジェクト
● 認定NPO法人　自然環境復元協会
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／学校ビオトープの改善を目指す

「一坪田んぼ」の試行
● NPO法人　日本ウミガメ協議会
所　在　地／大阪府枚方市
プロジェクト名／みなべSuper Sea Turtle School
● NPO法人　日本国際ボランティアセンター
所　在　地／東京都台東区
プロジェクト名／「生態系に配慮した農業による生計改善」

プログラム
● 社団法人　日本国際民間協力会（NICCO）
所　在　地／京都府京都市
プロジェクト名／マラウイにおけるモリンガ・ジェトロファ・

ニーム等を利用した「住民による自然資
源の持続的利用」支援プロジェクト

● 認定NPO法人　緑の地球ネットワーク
所　在　地／大阪府大阪市
プロジェクト名／新果樹園プロジェクト「かけはしの森」

■基盤助成（こども基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　アウンジャ
所　在　地／京都府城陽市
● NPO法人　エンジェル・ハート・ケア
所　在　地／東京都小平市
● NPO法人　鹿児島県ファイナンシャル・プランナー協会
所　在　地／鹿児島県鹿児島市
● 子育てサロンぴこっと
所　在　地／東京都江戸川区
● NPO法人　Vハート（ベトナム障害児者支援ネットワーク）
所　在　地／大阪府大阪市
● NPO法人　プールボランティア
所　在　地／大阪府大阪市
■基盤助成（環境基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　プロジェクト保津川
所　在　地／京都府亀岡市
● NPO法人　野鳥の病院
所　在　地／大阪府堺市

■こども基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　アトピッ子地球の子ネットワーク
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／アレルギーの人のための夏休み環境教育キャンプ
● NPO法人　ADRA Japan
所　在　地／東京都渋谷区
プロジェクト名／ネパール口唇口蓋裂医療チーム派遣事業
● NPO法人　CAPセンター・JAPAN
所　在　地／兵庫県西宮市
プロジェクト名／「子どもが安心して自信をもって自由に

生きる」まちづくりキャンペーン～地域
でCAPワークショップを開こう～

● 認定NPO法人　国境なき医師団日本
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／栄養失調児治療プログラム、はしか予防接種
● 認定NPO法人　ワールド・ビジョン・ジャパン
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／バングラデシュ人民共和国モラザニ

小学校建設支援事業
■環境基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　アサザ基金
所　在　地／茨城県牛久市
プロジェクト名／アサザプロジェクト～植生帯の再生と外

来魚駆除・利用循環型事業の展開～
● NPO法人　白神山地を守る会
所　在　地／青森県青森市
プロジェクト名／白神山地におけるブナ植樹を通した低炭素

社会の実現と生物多様性実現のための事業
● 認定NPO法人　日本国際ボランティアセンター
所　在　地／東京都台東区
プロジェクト名／「生態系に配慮した農業による生計改善」

プログラム
● 社団法人　日本国際民間協力会（NICCO）
所　在　地／京都府京都市
プロジェクト名／マラウイにおけるモリンガ等を利用した

「住民による自然資源の持続的利用」支援
プロジェクト

● NPO法人　みどり大阪
所　在　地／大阪府高槻市
プロジェクト名／姥ヶ池の再生と周辺森林整備事業
● 認定NPO法人　緑の地球ネットワーク
所　在　地／大阪府大阪市
プロジェクト名／多様性のある森林再生のための

自然植物園運営事業
■基盤助成（こども基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● 認定NPO法人　アジア日本相互交流センター・ICAN
所　在　地／愛知県名古屋市
● NPO法人　子どもセンターあさひ
所　在　地／大阪府大阪市
● NPO法人　子どもとアーティストとの出会い
所　在　地／京都府京都市
● 認定NPO法人　子どもの村福岡
所　在　地／福岡県福岡市
● NPO法人　女性エンパワーメントセンター福岡
所　在　地／福岡県福岡市

2010年度〈第5回〉

2011年度〈第6回〉

2013年度〈第8回〉

● NPO法人　地域生活支援ネットワークきらり
所　在　地／北海道旭川市
● NPO法人　東京コミュニティスクール
所　在　地／東京都杉並区
● NPO法人　ホスピタル・クラウン協会
所　在　地／愛知県名古屋市
● NPO法人　Vハート（ベトナム障害児者支援ネットワーク）
所　在　地／大阪府大阪市
■基盤助成（環境基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　OWS
所　在　地／東京都豊島区
● NPO法人　環境教育技術振興会
所　在　地／大阪府松原市
● NPO法人　子どもの森
所　在　地／宮崎県東臼杵郡
● NPO法人　珊瑚舎スコーレ
所　在　地／沖縄県那覇市
● 自然遊学館わくわくクラブ
所　在　地／大阪府貝塚市
● NPO法人　シニア自然大学校
所　在　地／大阪府大阪市
● NPO法人　地球と未来の環境基金
所　在　地／東京都千代田区
● 環境文化NGOナマケモノ倶楽部
所　在　地／東京都江東区
● NPO法人　プロジェクト保津川
所　在　地／京都府亀岡市
● ベッタ会
所　在　地／福岡県福岡市

■こども基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　ADRA Japan
所　在　地／東京都渋谷区
プロジェクト名／ネパール口唇口蓋裂医療チーム派遣事業
● NPO法人　アレルギー支援ネットワーク
所　在　地／愛知県名古屋市
プロジェクト名／東海・東南海・南海地震に備える

「アレルギー児の命と絆をむすぶ」事業
● 認定NPO法人　国境なき医師団日本
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／栄養失調児治療プログラム、はしか予防接種
● NPO法人　チャイルド・ケモ・ハウス
所　在　地／大阪府茨木市
プロジェクト名／小児がんの子どもと家族を笑顔にする

ための活動の研究と実施
● NPO法人　難民を助ける会
所　在　地／東京都品川区
プロジェクト名／ミャンマー（ビルマ）の貧困層の子ども

たちと障害児の通学支援
● NPO法人　日本グッド・トイ委員会
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／家具、食器、玩具などの子ども関連の木

製品で、赤ちゃんから始める生涯木育の
推進。「森のめぐみの子ども博」の推進

● にほんごサポートひまわり会
所　在　地／大阪府大阪市
プロジェクト名／外国にルーツを持つ子どもを地域で

支える「宿題教室」
■環境基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● 大阪府立園芸高等学校
所　在　地／大阪府池田市
プロジェクト名／蝶の飛ぶ街づくりを推進する活動
● かしま環境ネットワーク
所　在　地／茨城県鹿嶋市
プロジェクト名／かしまミツバチプロジェクト
● NPO法人　グラウンドワーク三島
所　在　地／静岡県三島市
プロジェクト名／ふるさとの川と森を守れ！

松毛川生きた森の情報館
● NPO法人　珊瑚舎スコーレ
所　在　地／沖縄県那覇市
プロジェクト名／子どもがんまりーむかしうちなーの

知恵体験プロジェクト

● NPO法人　自然環境復元協会
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／「一坪田んぼ」による校庭緑化の多面的活用
● NPO法人　白神山地を守る会
所　在　地／青森県青森市
プロジェクト名／国際森林年を盛り上げる低炭素社会実現

の為の事業
● NPO法人　生態工房
所　在　地／東京都杉並区
プロジェクト名／ニホンイシガメが棲む水辺環境の整備と回復
● 認定NPO法人　日本国際ボランティアセンター
所　在　地／東京都台東区
プロジェクト名／「生態系に配慮した農業による生計改善」

プログラム
■基盤助成（こども基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　こどもと文化協議会・プラッツ
所　在　地／東京都立川市
● NPO法人　子ども広場あそべこどもたち
所　在　地／東京都町田市
● NPO法人　女性エンパワーメントセンター福岡
所　在　地／福岡県福岡市
● NPO法人　しんぐるまざぁず・ふぉーらむ・関西
所　在　地／大阪府大阪市
● NPO法人　スーダン障害者教育支援の会
所　在　地／茨城県つくば市
● NPO法人　日本ホスピタル・クラウン協会
所　在　地／愛知県名古屋市
● NPO法人　MAMIE
所　在　地／大阪府大阪市
● NPO法人　MiKOねっと
所　在　地／埼玉県三郷市
■基盤助成（環境基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　棚田 LOVER's
所　在　地／兵庫県神崎郡
● 筑後川まるごと博物館運営委員会
所　在　地／福岡県久留米市
● 西淀自然文化協会
所　在　地／大阪府大阪市
● 一般社団法人　日本気象予報士会関西支部
所　在　地／京都府京都市
● 東山動物園くらぶ
所　在　地／愛知県名古屋市
● NPO法人　フォレストぐんま21
所　在　地／群馬県前橋市

■こども基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● 認定NPO法人　アジア日本相互交流センター・ICAN
所　在　地／愛知県名古屋市
プロジェクト名／ミンダナオ紛争地の子どもの教育を

通した平和構築事業
● NPO法人　ADRA Japan
所　在　地／東京都渋谷区
プロジェクト名／ネパール口唇口蓋裂医療チーム派遣事業
● NPO法人　国境なき子どもたち
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／学校へ通えない子どもたちに向けた

初等教育の提供事業
● NPO法人　湘南DVサポートセンター
所　在　地／神奈川県藤沢市
プロジェクト名／被災地における「いじめ防止プログラム」

「指導者養成講座」普及事業
● NPO法人　チャイルドライン支援センター
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／子どもの声を聴いて・伝えて・社会で子育ち支援
● NPO法人　日本グッド・トイ委員会
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／家具、食器、玩具などの子ども関連の木

製品で、赤ちゃんから始める生涯木育の
推進。「森のめぐみの子ども博」の開催

● NPO法人　フローレンス
所　在　地／東京都千代田区
プロジェクト名／被災地の中高生向け無償学習進学

サポート「希望のゼミ」

■環境基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　かみえちご山里ファン倶楽部
所　在　地／新潟県上越市
プロジェクト名／棚田学校ー地域の未来を担う「新たなコミュニティ」
● NPO法人　白神山地を守る会
所　在　地／青森県青森市
プロジェクト名／地域エネルギーを検討して震災復興を

推進する事業
● NPO法人　生態工房
所　在　地／東京都杉並区
プロジェクト名／ニホンイシガメが棲む水辺環境の整備と回復
● NPO法人　地球と未来の環境基金
所　在　地／東京都千代田区
プロジェクト名／山林の保水力・保土力向上と大井川の

再生を図る植林＆地域活性化事業
● 筑後川まるごと博物館運営委員会
所　在　地／福岡県久留米市
プロジェクト名／筑後川こども環境学習クラブでジュニア人材育成
● 認定NPO法人　日本国際ボランティアセンター
所　在　地／東京都台東区
プロジェクト名／「生態系に配慮した農業による生計改善」プログラム
■基盤助成（こども基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　子ども広場あそべこどもたち
所　在　地／東京都町田市
● NPO法人　フリースクールみなも
所　在　地／大阪府大阪市
● 北海道ブックシェアリング
所　在　地／北海道札幌市
● NPO法人　MAMIE
所　在　地／大阪府大阪市
● NPO法人　MiKOねっと
所　在　地／埼玉県三郷市
■基盤助成（環境基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　OWS
所　在　地／東京都豊島区
● NPO法人　日本バードレスキュー協会
所　在　地／大阪府河内長野市
● NPO法人　フォレストぐんま21
所　在　地／群馬県前橋市

■こども基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　アジアチャイルドサポート
所　在　地／沖縄県沖縄市
プロジェクト名／水と電気で守る子どもたちの命と支える未来
● 認定NPO法人　アジア日本相互交流センター・ICAN
所　在　地／愛知県名古屋市
プロジェクト名／ミンダナオ島南部超大型台風被害を受け

た子どもたちの教育を通じた復興事業
● NPO法人　アトピッ子地球の子ネットワーク
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／東日本大震災で被災したアレルギー患者

の夏休み環境教育キャンプ
● NPO法人　オアシス
所　在　地／愛知県蒲郡市
プロジェクト名／カンボジア貧困村での新設中学校建設を通

し、ソーラーパネルの電力を活用した実験・
技術・技能教育の推進プログラムの実現

● NPO法人　コミュニティリーダーひゅーるぽん
所　在　地／広島県広島市
プロジェクト名／子どもの育ち応援プログラム
● 認定NPO法人　たすけあいの会ふれあいネットまつど
所　在　地／千葉県松戸市
プロジェクト名／ひびき仮設子ども元気プロジェクト
● 認定NPO法人　チャイルドライン支援センター
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／子どもの声を聴いて・伝えて・社会で子育ち支援
● 認定NPO法人　フローレンス
所　在　地／東京都千代田区
プロジェクト名／外で遊べない子どもたちに遊びの場を！

「ふくしまインドアパーク南相馬」事業
■環境基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　おおいた環境保全フォーラム
所　在　地／大分県大分市
プロジェクト名／ウミガメ産卵地復活を目指す！

元猿海岸協働再生プロジェクト

@?

+2.8

2012年度〈第7回〉

10 年間の助成団体一覧（「こども基金」「環境基金」199団体）
※団体名、所在地、プロジェクト名は助成時点での内容になります。



Sekisui House Matching Program13 14Sekisui House Matching Program

● NPO法人　里山倶楽部
所　在　地／大阪府松原市
プロジェクト名／「チャリティネット森が好き！寄付カタ

ログ」の活用による、森林保全活動の支
援者拡大キャンペーン事業

● NPO法人　白神山地を守る会
所　在　地／青森県青森市
プロジェクト名／生物多様な森のあり方と気候変動の影響

から海を守る事業
● 認定NPO法人　生態工房
所　在　地／東京都杉並区
プロジェクト名／ニホンイシガメが棲む水辺環境の整備と回復
● NPO法人　棚田 LOVER's
所　在　地／兵庫県神崎郡
プロジェクト名／棚田・生態系保全、エコミュニティ創設プロジェ

クト～地球全体で子どもたちが育める場を～
● NPO法人　地球と未来の環境基金
所　在　地／東京都千代田区
プロジェクト名／山林の保水力・保土力向上と大井川再生

を目指した森づくり＆地域活性化事業
● 認定NPO法人　日本国際ボランティアセンター
所　在　地／東京都台東区
プロジェクト名／「生態系に配慮した農業による生計改善」プログラム
● NPO法人　日本チョウ類保全協会
所　在　地／東京都品川区
プロジェクト名／庭のチョウ類調査ガイドブックの作成
■基盤助成（こども基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● ひらの地域生活支援センター時空想～Jigsaw～
所　在　地／大阪府大阪市
● NPO法人　MAMA-PLUG
所　在　地／神奈川県川崎市
■基盤助成（環境基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● かしま環境ネットワーク
所　在　地／茨城県鹿嶋市
●NPO法人　Seed to Table～ひと・しぜん・くらしつながる～
所　在　地／東京都葛飾区
● 奈良・人と自然の会
所　在　地／奈良県奈良市
● 奉仕橋かもクラブ
所　在　地／徳島県吉野川市

■こども基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　アジアキリスト教教育基金
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／バングラディシュ、バタジョル（Battajore）

BDP小学校レンガ校舎建設
● NPO法人　アジアチャイルドサポート
所　在　地／沖縄県沖縄市
プロジェクト名／水と電気で守る子どもたちの命と支える未来
● 認定NPO法人　アジア日本相互交流センター・ICAN
所　在　地／愛知県名古屋市
プロジェクト名／「子どもの家」を設立し、路上の子ども

の夢を叶えるプロジェクト！
● NPO法人　アトピッ子地球の子ネットワーク
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／エピペン（食物アレルギー緊急時治療用

自己注射）を所持する子ども達のための
野外活動支援プロジェクト

● NPO法人　オアシス
所　在　地／愛知県蒲郡市
プロジェクト名／カンボジア貧困村での新設中学校建設を通

し、ソーラーパネルの電力を活用した実験・
技術・技能教育の推進プログラムの実現
（2年次）～理科室の建設とその活用～

● 公益財団法人　がんの子どもを守る会
所　在　地／東京都台東区
プロジェクト名／小児がん拠点病院等への情報提供事業を

通じた患児・家族の支援プログラム
● NPO法人　チャイルド・ケモ・ハウス
所　在　地／兵庫県神戸市
プロジェクト名／長期入院中の子ども達への教育サポート

プログラムの構築と実践
● 認定NPO法人　チャイルドライン支援センター
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／子どもの声を聴いて・伝えて・社会で子育ち支援

2014年度〈第9回〉

2015年度〈第10回〉

● NPO法人　にじいろクレヨン
所　在　地／宮城県石巻市
プロジェクト名／にこにこにじいろひろば
● NPO法人　フローレンス
所　在　地／東京都千代田区
プロジェクト名／外で遊べない子どもたちに遊びの場を！「ふ

くしまインドアパーク郡山」の継続的な運営
● NPO法人　ママの働き方応援隊
所　在　地／兵庫県神戸市
プロジェクト名／赤ちゃん先生プロジェクト
■環境基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● NPO法人　気候ネットワーク
所　在　地／京都府京都市
プロジェクト名／再生可能エネルギー普及養成者講座

～地域からエネルギーの未来を考える～
● 認定NPO法人　共存の森ネットワーク
所　在　地／東京都世田谷区
プロジェクト名／「学校林」活用促進のための調査活動と

「学校林」小学生サミット（仮称）の開催
● NPO法人　Seed to Table～ひと・しぜん・くらしつながる～
所　在　地／東京都葛飾区
プロジェクト名／ベトナムにおける地域の自然と暮らしの

知恵を活かした生活改善事業
● NPO法人　自然文化国際交流協会
所　在　地／長野県北佐久郡
プロジェクト名／教育旅行の小中学生によるチェーンソー

を使わない「皮むき間伐」による森林整
備の推進及び間伐材の有効活用

● 認定NPO法人　生態工房
所　在　地／東京都杉並区
プロジェクト名／ニホンイシガメが棲む水辺環境の整備と回復
● NPO法人　棚田 LOVER's
所　在　地／兵庫県神崎郡
プロジェクト名／棚田・生態系保全、エコミュニティ継続

プロジェクト～地球全体で子どもたちと
成長できる場を～

● NPO法人　地球と未来の環境基金
所　在　地／東京都千代田区
プロジェクト名／山林の保水力・保土力向上と大井川再生

を目指した森づくり＆地域活性化事業
● NPO法人　日本チョウ類保全協会
所　在　地／東京都品川区
プロジェクト名／庭のチョウ類調査ウェブサイトの開発
■基盤助成（こども基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども未来フォーラム実行委員会
所　在　地／宮城県仙台市
● NPO法人　スバ・ランカ協会
所　在　地／愛知県春日井市
● NPO法人　トッカビ
所　在　地／大阪府八尾市
● NPO法人　ライフサポートアムリール
所　在　地／福岡県福岡市
■基盤助成（環境基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● 環境学習サークルみえ
所　在　地／三重県四日市市
● NPO法人　環境教育技術振興会
所　在　地／大阪府松原市
● 環境マイスター紫波
所　在　地／岩手県紫波郡
● NPO法人　浜松緑のカーテン応援団
所　在　地／静岡県浜松市

■こども基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● 認定NPO法人　アイキャン
所　在　地／愛知県名古屋市
プロジェクト名／大型台風22号に対するフィリピンサマー

ル島の子どもたちの教育環境復興事業
● 認定NPO法人　アジアチャイルドサポート
所　在　地／沖縄県沖縄市
プロジェクト名／水と電気で守る子どもたちの命と支える未来
● 認定NPO法人　SOS子どもの村 JAPAN
所　在　地／福岡県福岡市
プロジェクト名／里子のための「遊びを通した心のケアプログラム」

●認定NPO法人　シェア＝国際保健協力市民の会
所　在　地／東京都台東区
プロジェクト名／カンボジア農村地域における栄養不良児

支援プロジェクト
● チーム　ピース　チャレンジャー
所　在　地／千葉県市川市
プロジェクト名／学校に通えない子どもたちのために

プレスクールを建築し学びの場を作る
● NPO法人　チャイルド・ケモ・ハウス
所　在　地／兵庫県神戸市
プロジェクト名／長期入院中の子ども達への教育サポート

プログラムの構築と実践
● 認定NPO法人　チャイルドライン支援センター
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／子どもの声を聴いて・伝えて・社会で子育ち支援
● NPO法人　難民を助ける会
所　在　地／東京都品川区
プロジェクト名／パキスタンにおける小学校の教育環境改善事業
● NPO法人　にじいろクレヨン
所　在　地／宮城県石巻市
プロジェクト名／被災地に未来を描く アートによる子ども

の健全育成プログラム
● NPO法人　パクト
所　在　地／岩手県陸前高田市
プロジェクト名／陸前高田市内における子どもの居場所

づくり活動「みちくさルーム」の実施
● NPO法人　ママの働き方応援隊
所　在　地／兵庫県神戸市
プロジェクト名／赤ちゃん先生プロジェクト
■環境基金 ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● 公益財団法人　オイスカ
所　在　地／東京都杉並区
プロジェクト名／タイ農村部における子どもたちの植林活動

支援を通じたふるさと再生プロジェクト
● 認定NPO法人　共存の森ネットワーク
所　在　地／東京都世田谷区
プロジェクト名／小学校での森林環境教育の推進のための

「学校の森・子どもサミット」開催
● NPO法人　グラウンドワーク三島
所　在　地／静岡県三島市
プロジェクト名／「水の都・三島」の清流のシンボル・

ミシマバイカモと湧水地を守れ！
● NPO法人　自然環境アカデミー
所　在　地／東京都福生市
プロジェクト名／八王子滝山里山保全地域での水田復元活動
● 認定NPO法人　生態工房
所　在　地／東京都武蔵野市
プロジェクト名／ニホンイシガメが棲む水辺環境の整備と回復
● NPO法人　棚田 LOVER's
所　在　地／兵庫県神崎郡
プロジェクト名／棚田・生態系保全、エコミュニティ発展プ

ロジェクト～古民家再生とともに、地域全体
で子どもたちと学び、成長しあえる場を～

● 認定NPO法人　トゥギャザー
所　在　地／大阪府大阪市
プロジェクト名／障害者グループホームを「花と緑でいっぱい」運動
● NPO法人　森のライフスタイル研究所
所　在　地／東京都新宿区
プロジェクト名／千葉県山武市蓮沼殿下海岸林の再生～海岸

林の機能拡大をめざした林帯幅拡張活動～
■基盤助成（こども基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こどもっちゃ！商店街実行委員会
所　在　地／山口県周南市
■基盤助成（環境基金）ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● 環境学習サークルみえ
所　在　地／三重県四日市市
● 環境マイスター紫波
所　在　地／岩手県紫波郡
● 里山資源
所　在　地／京都府長岡市
● 里山的暮らしECO TASK TEAM
所　在　地／京都府綾部市
● NPO法人　緑サポート八王子
所　在　地／東京都八王子市

2006
年 度

2007
年 度

2008
年 度

2009
年 度

2015
年 度

2010
年 度

2011
年 度

2012
年 度

2013
年 度

2014
年 度

■第1回助成ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども基金：2団体
●環 境 基 金：2団体
●助 成 金 額：197万円
●会 員 数：1300 人

■第2回助成ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども基金：4団体
●環 境 基 金：4団体
●助 成 金 額：497万円
●会 員 数：1300 人

■第3回助成ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども基金：7団体
●環 境 基 金：5団体
●助 成 金 額：883万円
●会 員 数：1743 人

■第4回助成ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども基金：13団体
●環 境 基 金：8団体
●助 成 金 額：1632 万円
●会 員 数：1917 人

■第5回助成ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども基金：14団体
●環 境 基 金：16団体
●助 成 金 額：1783 万円
●会 員 数：1708 人

■第6回助成ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども基金：15団体
●環 境 基 金：14団体
●もも・かき育英会基金
●助 成 金 額：2316 万円
●会 員 数：1770 人

■第7回助成ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども基金：12団体
●環 境 基 金：9団体
●もも・かき育英会基金
●助 成 金 額：2610 万円
●会 員 数：2248 人

■第8回助成ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども基金：10団体
●環 境 基 金：12団体
●もも・かき育英会基金
●助 成 金 額：3240 万円
●会 員 数：2741 人

■第9回助成ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども基金：15団体
●環 境 基 金：12団体
●もも・かき育英会基金
●助 成 金 額：3430 万円
●会 員 数：3086 人

■第10回助成ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

● こども基金：12団体
●環 境 基 金：13団体
●もも・かき育英会基金
●助 成 金 額：3618 万円
●会 員 数：3269 人

助成金額、会員数の推移データ
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●助成金額の推移

10年間の助成実績累計「こども基金」「環境基金」「もも・かき育英会基金」
●助成総団体数　200団体　　●助成総額 2億 209万 7629円
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